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電源対策 －緊急時対策所の電源確保対策－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第18回ワーキング
（2021.2.16）、
第25回ワーキング
（2023.10.4）で議論

緊急時対策所は、非常用発電機が使えな
い場合でも、可搬型代替低圧電源車１台
分の容量で緊急時の対応が可能であるこ
と、また、電源車は原子炉の冷却などに
必要な台数とは別に緊急時対策所用に１
台確保することを確認。

災害対応の要となる緊急時対策所の電源
について、非常用発電機が使えない場合
に活用するとしている可搬型代替低圧電
源車の容量は十分なのか。
また、他の用途と共通して使用する場合、
台数に余裕があるのか。

○緊急時対策所の電源確保 緊急時対策所の電源確保フロー
• 緊急時対策所には、１台で最大負荷を賄える容量を有する専用の緊急時対策
所用発電機を２台設置

• 更なるバックアップとして、可搬型代替低圧電源車を接続可能な構造とする。

負荷名称／電源名称

緊急時対策所の電源負荷容量（kVA）

緊急時対策所用発電機の場合
（定格容量：1,725kVA／1台）

可搬型代替低圧電源車の場合
（定格容量：500kVA／1台）

換気設備 約460 約130

通信設備 約35 約35

その他（照明、雑動力
等）

約375 約175

合計 約870（最大負荷容量） 約340（緊急時に必要な容量）

• 緊急時対策所は、必要な負荷を絞ることにより、可搬型低圧電源車１台で緊
急時の対応が可能

• 可搬型低圧電源車は、原子炉の冷却等に必要な台数（２台×２セット＋予備
１台）に加え、緊急時対策所用に更に１台配備

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

